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■平成２９年度第５回（第２７３回）都市経営戦略会議結果概要

【日 時】 平成２９年８月２３日（水） 午前１０時０５分～午前１０時４５分

【場 所】 政策会議室

【出席者】 市長、遠藤副市長、日野副市長、教育長、技監、都市戦略本部長、総務局長、

      財政局長、総合政策監、スポーツ文化局長、経済局長、副教育長、

      商工観光部長、学校教育部長、生涯学習部長

【議 題】 次回の国際芸術祭について

＜ 提 案 説 明 ＞

次回の国際芸術祭について、スポーツ文化局から次のような説明があった。

・ 本件は、前回審議の際に指摘された事項について審議いただくもので、審議事項と

しては、基本構想改訂版（案）における「有識者会議（仮称）の設置について」、

開催概要（案）における「地域の活性化について」、「教育委員会との連携について」、

「ディレクターの公募について」となっている。 

・ はじめに、基本構想改訂版の案における修正点についてだが、「さいたまトリエン

ナーレ２０１６においては、総合的な行政とアーティストの間のまとめ役がいなか

った」との指摘事項を踏まえ、実行委員会委員の一部で構成していた運営会議を廃

止し、基本構想及び開催計画等に関する議論やディレクターと事務局との調整を図

る有識者会議（仮称）を設置し、アーティストだけでなく行政の意見が反映される

仕組みを構築することとし、改訂案に修正を加えたいと考えている。 

・ なお、有識者会議（仮称）は、事業の実施段階においては、ディレクターと事務局

との連絡調整を図る場とすることを想定している。 

・ また、有識者会議（仮称）における議長については、前回提案した芸術祭全体の監

修やディレクターのバックアップを行うこととしていた「エグゼクティブ・アドバ

イザー」としての役割に加え、ディレクターと事務局との間の調整や意見の取りま

とめを担うこととし、芸術祭を総合的にコントロールすることができるようにした

いと考えている。 

・ 有識者会議の構成員は、実行委員会を構成する有識者を議長とし、事務局長、ディ

レクター、文化芸術に関する有識者などを構成員として想定している。 

・ 開催概要だが、名称・会期・会場・事業規模については資料のとおり。 

・ 指摘事項のうち地域の活性化に関するものだが、まず「盆栽、人形、鉄道、漫画な

どを活用して展開していくこと」については、基本構想にも記載されている事項で

あることから、例えば、国際芸術祭において現代アートと盆栽のコラボレーション

による作品の展示など、本市の文化資源の活用を図る取組を開催計画に記述し実施
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することとしたい。 

・ 次に、「アートを通じた産業振興（食のイベント）の取組」については、経済局に

おいて実施している食のイベントとの連携などを開催計画において記述し実施す

ることとしたい。 

・ また、「エリアに商店街を入れるとともに、飲食等に結び付く取組など、まちの活

性化に資する仕掛けを構築するべき」との指摘については、商店街に作品を設置す

ることにより人を呼び込むことやチケット提示により飲食店等の割引を適用する

などの取組について、開催計画に記述し実施したいと考えている。 

・ 「学校や子どもが参加しやすい仕組みとするべき」との指摘については、教育委員

会と開催計画の策定段階から連携を図り、美術部員などによるアート作品制作への

参加をはじめ、小・中・特別支援学校アート展や合同演奏会などの企画を実施する

こととしたい。 

・ 「ディレクターを公募する際に市の考え方を明確に示しておくこと」については、

市側の考えを示した公募要領を作成したうえでディレクターを公募することとし、

ディレクターの決定に当たっては、有識者会議（仮称）において推薦する候補者を

決め、最終的に実行委員会で決定することとしたい。 

・ なお、ディレクターの公募に際しては、①市内に居住又は所縁を持つアーティスト

を積極的に活用すること、②地域の活性化に配慮したプロジェクトを企画すること、

③学校や子どもが参加しやすい企画を組み込むこと、以上の３点を公募要領作成の

際に盛り込むべき視点としてあらかじめ示したうえで臨みたいと考えている。 

＜ 意 見 等 ＞

・ 有識者会議（仮称）だが、この会議の役割や議長の権限からすると名称が馴染まな

いと感じるので、名称については検討したほうがよいのではないか。 

・ 総事業費については、内容を精査した上で予算要求を行うこと。 

・ ディレクターの公募について、国際芸術祭は、ディレクターの力量や分野、ネット

ワーク等で、芸術祭の作品や雰囲気そのものが決まってしまうところがあると感じ

ている。ディレクターになる人には、ある程度目玉となるアーティストや作品を用

意するような発想や配慮をするよう、はっきりと伝える必要がある。併せて、しっ

かりと最後まで履行してもらうような契約も行う必要がある。 

→ そのようなことも公募内容に記載していくが、一方で、ディレクターにある程度任

せるという部分も必要だと考えている。今回設置を考えている有識者会議（仮称）

は、ディレクターと事務局との調整を図る機能を有しているので、この会議により

市側の意見を反映させていくことができると考えている。 

・ 現在、全国で多くの芸術祭が行われているので、一定の自由度や裁量権がディレク

ターに保証されない場合、さいたま市を選んでもらえないということが危惧される。

その点は留意する必要がある。また、現在のさいたま市は、拠点となる美術館等を

持たず、現代アートを受け止めるだけの素地が不足していると感じている。次回の

国際芸術祭までの間に、現代アートの意義を理解してもらえるような取組をしっか

りと行っていく必要がある。 
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・ 開催に向けて、子どもたちの情操教育やアート感覚を育成するようなことを教育活

動の中で行うことも必要である。また、資料の教育委員会との連携の中に高校の記

載がないが、将来デザイナーになりたいとかアーティストになりたいという、そう

いう分野の進路の選択をする高校生もいるので、高校と連携した取組も行うべきで

ある。 

・ 国際芸術祭は、スポーツ文化局だけで取り組むのではなく全庁挙げて取り組む必要

があると考えている。特に、教育委員会や経済局との連携は必要。教育委員会とし

ても一丸となって協力を行うということでよろしいか。 

→ 了解した。 

・ また、経済局の方では、商業振興等の各事業を行う中で様々なネットワークがある

と思うので、それらを活用しながら連携していくということでよろしいか。 

→ 盆栽という視点を現代アートとどう融合していくかということも検討しながら連

携していきたいと思う。 

・ 前回の開催では、連携イベントなどのいくつかのイベントが連動して行えたことは

良かった点であったと考える。そこは是非残してほしい。 

・ 国際芸術祭の開催は、現代アートに関心を持ってもらうきっかけをどれだけ作れる

かだと考えており、現代アートに関心のある人達しか見に来ないというものにはし

てほしくない。 

・ 高校については、市立高校はもとより、できるだけ多くの県立高校や私立高校とも

連携していくべき。 

・ 芸術祭に係る情報発信には、ＰＲのコアとなる目玉作品が重要である。良い物を早

期に提供してもらうことが大切である。影響が大きいので確実にやってもらいたい。 

・ 現代アートは、まだまだ自分も含めて理解が難しい。作品については、市民に親し

みやすくという観点も必要なのではないか。 

＜ 結  果 ＞ 

・ スポーツ文化局発議の次回の国際芸術祭については、原案のとおり了承とする。た

だし、以下の点に留意すること。

1. 次回の国際芸術祭の開催に向けては、経済局や教育委員会をはじめ全庁体制

で様々な取組を行うことなど、都市経営戦略会議での意見を踏まえて準備を

進めること。 

＜ 会 議 資 料 ＞

（資料）次回の国際芸術祭について


